
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

戦後 日本の高等教育拡大の構造

広島大学 ・大学数育研究セ ン ター

　 　　　　山　 醗　博　敏

　 1 ．は じめ に

　 こ の 発表 の 目的は戦後 の大き な 高等教育へ の需要 に

対 して 大学 ・ 題大がどの ような粗纔上 の反応 をし、組

織上の 変化を 遂げ た か を 明 ら か に す る こ と で あ る。日

本の 高等教育の急速な拡大の要因と し て は、かつ て 天

野郁夫が指 嫡した日 本の 高 等教育制度 のもつ 拡大へ の

「感 応性」
1）

つ ま り変化 に対応で き る梁軟な構造 とい

う特懲も重要で ある 。 天野 は 日本の 高等敦育制度の 特

徴 を 「二元 二暦 構造 」とい う言葉で 表現 して い る。
2）

　高 箸教育 の拡 大を組鞍上 の視点か ら分析 した研究 に
．
、

B，クラ＿ク
3）

と囲．ス メル サ＿4）の 研究がある 。 クラ＿

クの分析枠組 みは、天野 の 「二 元二 層構造 」論 の より

一
般的な方向へ の拡張で あ る 。 そ れ は幾つ か の 国家

．
の

高等敦育制度 を質的に比較分析する場合 に有効 である

が、一
国の高等教育制度を分析 した り定愚的な分析に

落 と すに は 不 向きで ある 。そ こ で 本発表は ス メル サ
ー

の分 析の枠組 み を利用 し て 、戦後の 日本の 高等教育の

拡大パ タ
ー

ン を定量的 に分析す る 。

　 ス メ ルサ ーは 高等数宵朝度 は成長 へ の圧力 に対 し て

次 の よ うな 6 つ の反；isパ ターンを と りうる とい う。
5）

第 1 は 、構造を変 える こ とな く制度の 諸単位が 「親模

拡大 する こ と」で ある 。
第 2 は 「セ グメ ン テ

ーシ ョ ン 」で 、機能 の 点で 類似 し

た新 しい 単位 が作られる こ とで ある c

第3 は 「機崖の 重点的拡充 （Emphasi・s　 on　Function〕」

第 4 は 「機能の 追加と廃棄亅で 、学部カ レッ ジ が大学

院教育を提供するように なる こ と な ど がそ の 例で ある。

第 5は 「異 なる機能を 持つ 新しい 構造の 追加」
’
。

第 6 は 「構造的分化 」で、例え ば 1 つ の 総合大学 が 2

つ 以 上 の分離独 立 し た組 纈 を持つ 大学 院と カ レ ッ ジ 等

に 分か れ る こ と で あ る。

一 一
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　次 に各セ ク タ
ー

ご とに 、拡大の なか み を 検肘 す る。

こ こ で瓶 大 の 要 因 を次 の よ う に 3 種 類 に分類 する 。
1つ は、斬し く大学や埴大が設固され る こ とに よ り生

じた部分で 、「セグ メ ンテ
ー

シ ョ ン 」に該当す る。

2 つ は、既存の 大学の 中に 学部 （短大で は 学科 ｝が新

規 に 設置 され る こ とに よ り生 じた拡大部分で 、．「異な

る機能を持つ 新 しい 構造の追加」に 該当する。

3 つ は 、 既存の 学部 （短大な ら学科 》の 学生数が 増員

されるこ とによ っ て生じた拡大部分で ある。これは

「規模の 拡大 」に 該当す る。

　こ の 拡大の 要囚分解を文部省 の 『学校 基本飃査』の

聡計データと、r全国学校総覧』 （各年度 ｝掲載の 各

大学 ・学部別の 在学者 数の デー
タ を使 っ て 分析す る。

　 　 　 　 　
一一

タに よ る

　まず 、 学生数（大学院生も含む ｝は 次の ように、

学生 数一

　大学数 x （学部数／大学数 ）× （学生数／ 学部数 》

と分解で きる。こ こ で 右辺第 2 項 は 1 大学あ た り 平 均

学部数、第3 項 は 1学部 あ た り平 均 学生 数 をそ れぞ れ

示 して い る。図 2 と図 3 で 1955年 か ら 1980年 ま で に っ

い て 3 つ の項の値 の変化 を見る と、国公立大学で は 1

学部当た りの 学生規膜が 増大するこ とに よっ て 拡大 し

て い るが、私大で は大学数 の増加 ｛セグメ ンテ
ーシ ョ

ン）と1学部当た りの学 生規模 の増 大 （規模の 拡大）

の 双方に よ っ て拡大 して い る。
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　戦僕日本 の 高等教育の 拡大の 状況を1960年か ら1980

年 の 間に つ き 、国公立 対私 立 、 お よ び 大学対短大の 2

つ の 軸で 在学者 数で 見 て み壺ζ下の 墨g〜ホ聾 なる 。
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（2 ）機関 別 デ
ー

タ に よる 分析

　 4年制大学 を対象 に、各大学の 在学者数を学部単位

で集計し10年間の 間の 増加を 3つ の 部分 に分解する 。

｛1）大学の新設に よる部分、

【2〕既存大学 の学部 の新設 による部分、

（3）既存大学の既存学部の 規模拡大に よ る 部分。

　 1960− 19TO年 につ い ての 結果 は以 下の 通 り。

　 国立 大学で は、この 期間約10万人学生 が 増加 した が、

こ の うち約8 割が既存学部の 「規模拡大 」によ る もの

で あ り、約 2割 が 罩存 大学内 で の 緬学部 の 設 置 （改 組

．
に よる も の を 含む 》に よる も の で あ る。

　 公立大学で は 〜 既存学部の 規模拡大に よる 増加分は

全体の 約 7割 を 占め て いる が 、既 存大学の 中で の 新学

部 設置に よ る増 加 は少 な く ｛8．6X）、斬 大 学 の 創 設 に よ

・る部分 （セ グメ ン テ
亠

シ ヨ ン》が 22．5％を 占めて い る。

　・私立大学で は、既存学部の 規模拡大に よる 増加分は

全 体の 半 分 と 小 さ く、残 り半 分 を 新 しい 大 学の 翩設 に

よ る分 ζ、既存大学で の新学部の 設固 の 分が折半。

新大学設置 …　新学部　i．規模拡大 合計

国立 2（　2．3｝　…　　20〔19．6｝　　　78〔78．O） 100

公掌 4（22．5）　i　　2〔　8．61　　　13〔68．9） 18

私立 156（24．8）　i　161（25．7｝　　診11〔49．5y629
表 設置者 別拡大要 因 1960−TO（単位千入、括弧内％ 》

3 ．拡 パ タ
ー

ン の 置者

　 1960− 1970年につ い て 少 し詳 し く検討する。
’
国立大学 　　こ の期 間の多 くの国立大学の 拡大パ ター

ン は 一
ロ で 言 っ て 総合 大学 へ の 変化で ある。その なか

で 、

一
方で は 文理学部が改粗 され て人文学部 、 法文学

部や理 学部 に 分離 した り、新 た に 工学 部 等 が 増 設さ れ

て 学部数が増加 し、他方で は 既存 の理 工 系学部が拡充
：

す る ：「機能の 重点 的拡充」が起 き た。その 結果、学部

学生 数の 分布は 図3C1960 年 ）か ら図 4 ｛1970年 ｝ に

変化 した．全体的に 分布は 右の方 に移動 し、各大学 は

　「規模拡大 」す る と共に 大学間の 規模格差 が縮小．U た。

私立大学　　拡大パ タ
ー

ン を 試み に、各大学の 在学学

生数 と10年間の学 生数の成長串の大 きさで 6 つ に 分類

した b　1960・197e年に つ い て 慨要は 以 下の 通 りで ある g

　成艮が 停滞ない し穏やか な成長を した 大学は全 部で

46大学ある。例外もある がそれは 4つ に 分類で きる 。

・1 つ は 日大を除く歴史の 古い 旧制 専門学校 。大学 の

グル ープ （早稲田、慶応、明治、中央、法政、同志社、
立 龠、関大 ）で あ る。1960年に 学生 数が既に 1万 人を

起え てい たこ れ らの 大学は 日大を 除き 成辰が 停滞 して

い る。こ れ らは 1960年ま で に 巨大化 し、そ の後成 艮に

歯止 め が か か っ た。こ の 時期に こ れ らの 大学は 何を し

て い た の か ？夜間部の 整理 。綾合 r縮 小 と、理 工 系学

部の 拡充強化で あ る。（
．
「磯 能 の 重 点 的 拡 充 」に 咳 当 ）

　成 長 が 穏 や か な 残 る 3 つ の グル L プ は、
・歴史の 古い 女子大、
・一部の 宗教系私 立大学、．
・
医 歯 薬系の 単 科 大 学 で ある。，

　逆に、急速な 成長を 遂げ た 大学は数 の 上で は 圧倒的
．

に 多い 。 私立大学 の 急成長は 、コ ス トの 安い 社会科学

系の学 部を沢山作 る こ とに より起きた と言わ れて．い る

が 、 1960年代に は 理 工 系ア
ー

ム を反 映して 、設立当初

か ら理工 系学部 を軸に して 拡大 して い る大学も多 い。

　1960年代の教 育爆発の 結果、私立 大学の 学生数の 分

，

価

布噸 か ら釦
：

に 変化した ・
　 196。年に は 、マ ン モ ス

大学 とそうで ない 大学の．間一6400人から 12800人の間

一に 1 つ の 谷があ っ たが、19TO年に は 谷がなくな っ た。

一
盤

一．−
196σ年代中 に農 科7犬孛や医科天学赤国立

大学 に移管 される
一方 、 新たに女子大学や、経 済等の

　単科大学 が全 国 各地 にい くつ か 設置された。

図6 私立大学の

　 7生敗のか布

　 （1910年，　
．
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